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知・技
POINT 1

理科 観察、実験などの目的意識を高め、学びを
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子どもの目的意識を高め、「知識及び技能」の向上につなげる工夫
　子どもの目的意識を高めるために発問を工夫し、視点を明確化することで、観察、実験など
に関する「知識及び技能」の定着を図る。

１　仮説や予想を立てる
　観察、実験などは子どもたちにとって実物に
触れ、五感を使って「分かる」実感ができる貴
重な機会である。限られた授業時間の中で、子ど
もたちが観察、実験などの「知識及び技能」を
身に付けるためには、少しでも多くそれらの機
会を経験することが大切だと考える。その中で
探求的に学習を進めていくためには、仮説や予
想を立てて取り組んでいくことが効果的だろう。

２　課題を意識する
　子どもたちが、「なぜ行うのか」「どのような
結果が予想されるのか」など自ら課題を意識す
ることで、主体的に観察、実験などに取り組む
ことができると思われる。また、「知識及び技能」
の向上だけでなく、問題解決のための「思考力、
判断力、表現力等」を育成することにもつなが
ると考える。

３　教師の発問の工夫
　具体例として、「唾液のはたらき」を調べる
実験では、デンプンのりに唾液又は水を入れて、
ヨウ素液とベネジクト溶液に対する反応を調べ
る対照実験を行う。このときに、「唾液にはど
のようなはたらきがあるのか」という課題の捉
え方だけではなく、何も溶けていない液体であ
る水を対照物として使っていることに着目する
ことが重要になる。
　このように、視点を明確にして、考察や思考
をするための予想や仮説を立てることができる

ように、次のような発問の工夫が考えられる。

　上記資料の下段の課題にすることで、唾液と
水の対照実験を行っている意味が、子どもたち
にも分かりやすくなるのではないかと考える。
　教師としては、唾液の対照物として水を使っ
ていることは当たり前のように感じるかもしれ
ないが、子どもによっては水を使う意味を理解
していないこともあると思われる。そのため、
対照実験では何のために条件を変えているのか
を、発問を通して子どもに明確にすることが必
要だと考える。

　このように、観察、実験などの目的意識を高
めるためには、着目すべき点のヒントとなるよ
うな発問を工夫する方法もあると考える。その
結果、子どもたちが観察、実験などを探求的に
進め、「知識及び技能」を身に付けることにつ
ながっていくのではないだろうか。
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態度

見通し振り返る取組について

シラバスを活用した授業の工夫
　シラバスによって、子どもが見通しをもって学習に取り組んだり、学習内容を振り返ったり
することができ、主体的な学びを引き出すことができる。

　子どもたちが主体的に学習に取り組むために
は、学習の見通しを立てたり学習したことを振
り返ったりして、自分の学びや変容を自覚でき
るようにすることが必要であると考える。その
ための方法として、シラバスを活用した実践を
紹介する。
　シラバスを子どもたちに配付することで、授
業内容を明確にするだけでなく、毎時間の到達
目標や次の授業ではどのような課題に取り組む
のか、この単元を何時間勉強するのかなど、子
どもたちが学習への見通しをもつことができる
だろう。それにより、「主体的に学習に取り組
む態度」が育成されると考える。
　また、特に重要となる用語をシラバスに明記
することで、身に付けるべき「知識及び技能」
の習得にも効果があると考える。
　さらに、学習の見通しだけでなく、振り返り
の欄を設けることで、子どもは自分の学びの足
跡や変容を自覚することができるだろう。
　シラバスの活用は、復習が苦手な子どもや、
定期テストに向けて何を学習すればよいのか分
からないという子どもにも有用性があると思わ
れる。
　現在、私はシラバスを「学習カード」として
子どもに紙媒体で配布している。授業後のアン
ケートは、タブレット端末で行うことも可能で
はあるが、シラバスについては現在の紙媒体が
いいのではないかと考えている。
　子どもの意欲を喚起し、授業内容の理解を促
進させることで、「主体的に学習に取り組む態

度」が育成されていくため、このシラバスの活
用は有用であると考える。

POINT 2

【活用したシラバスの例】


